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　本書は厳善平氏が京都大学農学部に提出した博士

学位論文をもとにまとめた労作である．

　はじめに三蓋構成と各章の主要な論点を示してお

こう．

　　序　章　課題と方法

　　第1章経済成長の歴史的考察

　　第2章　都市経済構造の理論的考察

　　第3章　都市部門の賃金問題

　　第4章　インフレ問題と経済体質

　　第5章　都市化と人口・労働力の移動

　　第6章．農村経済の成長メカニズムー改革期

　　　　　　の分析を中心に一

　　第7章　農村経済システムの分析

　　第8章　発展農村地域の就業構造

　　第9章　農村労働市場のメ訪ニズム

　　終章要約と今後の課題
　まず，第1章では人民共和国建国後における高い

経済成長率と国民生活の停滞というコントラストが

描かれ，その背景にある各種の制度的要因が要領よ

くまとめられている．第1章はまた既存の中国経済

研究のサーベイをも兼ねている．

　第2章から第5章においては，集権的社会主義経

済システムを支えた制度・機構および経済運営メカ

ニズムが整理される．第2章では都市における集権

的システムの特質およびそこにおける主体としての

国営企業の性格が分析される．第3章の対象は賃金

であり，制度的変遷と運用実態の分析から，中国の

賃金体系の平均主義的性格が浮き彫りにされる．つ

いで第4章では，経済改革後顕在化したインフレー

ション問題の背景にある根本的要因として，自己規

制能力を欠いた企業制度，政府・企業・個人関係の

調整メカニズムの不在などが指摘される．第5章は，
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都市化と人ロ・労働移動の分析に当てられ，建国後

における人口の都市化は経済発展にともなう人口・

労働力移動というよりは行政区分の変更によっても

たらされたこと，また労働力の産業部門間移動は主

として農村内部で進んでいることが指摘される．

　第6章から第9章は本書の中核といえる部分であ

り，公表統計データと著者自身による調査データに

依拠した，中国農村経済の構造と成長過程の実証分

析が展開されている．まず第6章では，蘇南農村に

おける産業部門間労働移動が，基本的に二重経済論

の枠組みで説明できること，すなわち農業部門の過

剰労働力が農村工業部門の低賃金労働力へと移動し

たことにより，農村経済の急成長が可能となったこ

とが指摘される．第7章は，上海郊外農村を分析対

象とし，そこにおいて「コミュニティー」的原理に

したがう地域経済システムが形成されていると主張

する．第8，9章は農村労働市場の分析である．ま

ず第8章では蘇南地域の農家調査データから，当該

地域農家の就業構造が急速に兼業化（しかも日本で

いうII兼）していったメカニズムが解明される．つ

いで第9章においては，農村労働市場形成にかんす

る理論的整理の後に，上海郊外農村の郷鎮レベルの

データを用いた労働移動メカニズムの計量分析が展

開され，さらに農村経済の持続的成長のためのいく

つかの条件が提示される．

　以上，本書の主要な論点を概観した．全体を通じ

た本書の特色として以下の2点をあげることができ

よう．

　第1に，方法的特徴として，開発経済学の理論的

フレームワークに依拠しながら中国経済の構造的把

握を試みていることがあげられる．さらに理論仮説

の検証にさいしては，日本在住の中国人研究者とい

う立場を活かして，公式統計のみならず，外国人研

究者がアプローチしにくい生のデータを豊富に収集

し，定量的分析を行っている．本書の最大の強みは

ここにあるといってよい．とくに第6章以降の農村

経済分析にさいしては，郷鎮・村（農村末端の行政

単位，旧人民公社・生産大隊に相当）レベルの詳細

な統計資料，独自の農家調査データをはじめとする

一次資料が計量分析にかけられている．中国経済研

究を，日本を含む後発国・発展途上国の歴史的経験

や現状にかんする膨大な破究蓄積と共通の土俵に乗

せて議論したいというのが著者の希望であろうが，

それはおおむね成功しているといってよい．とくに，

二重構造論の枠組みに依拠する沿海先進地域農村に
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おける労働移動メカニズムと労働市場構造の実証分

析は，価値の高いものである．

　第2に，郷鎮レベルの地域経済を一つの経済シス

テムとして分析し，しかもそれ’を一種の「コミュニ

ティー」ととらえていることである．著者のいう農

村のコミュニティーとは，「土地の集団的所有と家

族農業経営を中心とする農村地域において，非農業

部門（郷鎮企業）の生産手段の集団（村・郷）的所有に

よって制度的に組織された行政的経済的システム」

であり，それを構成する行政・経済主体（党・政府

機構および官庫企業・農家）は，相互依存的関係の

もとで「域内の経済成長と福祉水準の向上を目的と

して」行動するとされる（184ページ）．近年の中国

農村研究においては，農村のコミュニティー（中国

語では「社区」）の問題にたいする関心が再び高まっ

ているが，その多くは歴史学，社会学ないし人類学

的視点によるものである（日本における議論にかん

しては，たとえば『アジア研究』第37巻第4号，同

心38巻第4号の石田浩，内山雅生の書評などを参

照）．これにたいして著者の場合は，発展途上経済

としての中国農村経済においては，市場メカニズム

とコミュニティー原理（慣習経済）の相互補完的関係

が重要であるとの問題意識（191ページ）のもとに，

経済分析のフレームワークとしてコミュニティーを

より明確に定義しているところに特徴がある（なお

著者はその後『現代中国農村の社会と経済』現代中

国研究叢書第29冊，アジア政経学会，1992年にお

いて，本書の見解をさらに展開し，「郷村システム」

を定式化している）．

　評者がもっとも興味深く感じたのは，この2番目

の点である．しかし，それをさらに説得的に展開す

るためには，たとえば以下のような点について，よ

り詳細な分析が求められるのではないか．

　第1に著者は，郷鎮・村レベルの農村経済システ

ムにおいては，「共産党・行政府・経済組織の関係

は，かつての指令的統制から協調的関係へと転換さ

れ」，新しい「コミュニティー的関係」が農村社会に

おいて形成されつつあると総括する（247ページ）．

しかし人民公社解体後における郷鎮・村レベルの政

治・経済主体間の相互関係の変化は，必ずしも指令

から協調（ないし契約）へという，一方向的，単線的

なものではないかもしれない．また郷鎮・村レベル

の政治主体は，地域的利害の代表者というだけでな

く，国家権力の代理者という性格を帯びていること

にも注意が必要である．いずれにせよ地域固有の政

治的・社会的文脈にそくした，より多面的な分析が

必要であろう．とくに農家という経済主体の行為・

意識のレベルにまで踏み込んだ分析，また基層幹部

層の行動様式の分析が不可欠であると考える．農家

ないし幹部レベルの行為・意識を解明していくなか

で，コミュニティー的関係にたいする著者の経済学

的接近方法と，既存の他の接近方法とを有機的に結

び付けることが可能となるのではないか．また，議

論の前提となるべき人民公社の経済システムについ

ても，より詳細な分析を期待したい．

　第2に，著者の議論は端的に中国でいう「蘇南モ

デル」を経済システム論的な視点から定式化したも

のであるが，著者自身も指摘しているように，中国

農村全体としてみれば，著者のいう意味でのコミュ

ニティー的関係を成立させる経済的・政治条件を欠

く地域のほうが圧倒的に多い．本書の場合，中国農

村経済全体のなかでの上海・蘇南地域の位置づけが

いささか不明確である。

　第3に，本書においては，郷鎮・村を経済システ

ム的にとらえるうえで不可欠な，財政・金融の側面

からの分析がなお十分とはいえない．たとえば金融

については，市場化の進んだ地域において「合作基

金会」といった従来の制度金融の枠から外れた新し

い組織が成長するなど，新しい現象が観察される．

これは著者のモデルにどのように組み込まれるので

あろうか．

　第4に，近年，農産物の流通や金融において郷

鎮・村という地域臨・行政的枠組みを越えた動きが

みられるが，そうした新しい経済組織・ネットワー

クを著者の地域経済システム論にどう位置づけるか

という問題も残され，ている．

　以上，雑駁なコメントを加えたが，著者はその後，

上海・蘇南以外の先進地域（珠江デルタ，温州など），

また内陸農村にかんする研究を精力的に展開してい

る．ここであげたいくつかの問題点についても，そ

のなかで的確な解答が与えられることであろう．新

しいデータを駆使した増補改訂版が近い将来出版さ

れることを期待1したい．

　　　　　　　　　　　　　　　　［佐藤　宏］


